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背景
高齢者の介護が必要となった原因の1位

→認知症

第1位 第2位 第3位
大田原
(H30)

認知症 21.8% 関節疾患 17.0%骨折・転倒 11.3%

大田原
(R3)

認知症 24.7% 関節疾患 15.5%骨折・転倒 11.6%

日本
(H28)

認知症 18.7% 脳血管疾患15.1%
高齢による
衰弱 13.8%

日本
(R3)

認知症 18.1% 脳血管疾患15.0%
高齢による
衰弱 13.3%



フレイル有症率の推移(大田原市)

大田原市 高齢者福祉計画・介護保険事業計画 あんしんプラン第9期計画 より引用



昨年度の取り組み

行政・大学・学生が連携し
地域の社会課題を解決

行政

大学 学生

高齢者

地域課題:認知症、フレイル
特徴:大学・学生の強みを活かせる



地域公開講座のサポート
合計150名の参加

認知症・フレイル予防活動
延べ300名の参加



その結果
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単語記憶 遅延再認 p=0.023
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認知機能(遅延再認、情報処理)が改善



参加者からもポジティブな意見



本年度の目標



【介護予防事業の企画】
・多職種(他学科)との協力
・ニーズに合わせた計測や講座

【自主練習による効果の検証】
・参加者に自主練習の課題を出す
⇒認知症予防の効果検証

本年度の目標 2つ！



【介護予防事業の企画】
□他学科(作業療法、言語
聴覚療法、視機能療法)と
の協力

□講演だけでなく、各学
科の強みを活かした計測
などを実施予定



【自主練習による効果の検証】
□自宅での自主練習の強化 □チェックによる意欲向上



①介護予防事業の企画

まとめ

②自主練習の
効果検証


